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▍ 推進体制

▍ 進捗管理と指標の設定

⚫道内各地における未来技術の実装やデータの利活用の促進

⚫自らもデータを活用した安全・安心なまちづくり、行政手続や

組織内業務のデジタル化などの推進

行政機関（国・道・市町村）

⚫利便性や生産性の向上等に向けたサービスの提供

⚫子どもや高齢者など、それぞれのニーズや能力に応じた

使いやすいサービスの開発・提供

⚫本道が直面する課題の解決に資する技術研究・開発の推進、

地域や行政機関等への助言・提案

⚫北海道Society5.0を支える人材の育成・確保（リカレント

教育、クロスアポイントメント制度など）

⚫未来技術を活用したサービスの積極的な利用と改善の提案

⚫未来技術の実装や社会のあり方に関わる合意形成への参画

企業 ・団体

大 学 等 研 究 機 関 道 民

北海道Society5.0推進会議

⚫北海道Society5.0の実現に向けた産学官の連携基盤として設置

⚫地域課題の解決方策や新たなサービスの創出に向けた検討、先行事例の共有、必要に応じたワーキンググループの設置

等

等 等

等

等

⚫ 本計画の推進に当たっては、本計画に基づく施策の進捗状況を毎年度把握し、点検・評価を行い、その結果を公表します。

⚫ 技術の進展や創造、経済・社会情勢の変化などを踏まえ、必要に応じた計画内容の改定や推進期間の見直しを行います。

暮らし 行 政産 業 データの利活用 基盤整備

69.5％ 65.2％ ４１.８％ 88.1％
達成率 達成率 達成率 達成率 達成率

目標値１００％ 目標値１００％ 目標値１００％ 目標値１００％ 目標値１００％

62.６％

効果測定指標

施策が社会にもたらす
効果を測定

進捗把握指標

施策の進捗状況を測定

ウェルビーイング指標
（道内の幸福度）
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（2025年度） （20３０年度）

目 標 値実 績 値

暮らし 行 政産 業

｜ 策定 ２０２６年３月 ｜ 推進期間 2026年度－2030年度 ｜

▍ 策定趣旨

現在、どの程度幸せと感じるかについて、
「とても幸せ」を10点、「とても不幸」を0点
として回答した数値（幸福度）の道内平均。

DXに取り組む道内企業の割合

30.9% 61.8%
目 標 値実 績 値

2025年
第二四半期

20３０年
第二四半期

DXに『すでに取り組んでいる』と回答した
道内企業の割合。

未来技術を活用して地域課題の
解決に取り組む道内市町村数

１７９
市町村

169
市町村

（2025年度） （20３０年度）

目 標 値実 績 値

デジタル化を促進する国の交付金に採択
された市町村数。

▍ 直面する課題と情勢変化

⚫ ＡＩ技術を始めとしたデジタル技術の急速な進展とサイバーセキュリティリスクの深刻化

⚫ 不安定な国際情勢を背景とした経済安全保障強化の要請の高まり

⚫ 脱炭素に向けた動きの加速化と、それに資するデジタル技術の進展への一層の期待

参考
資料

⬅ 計画本編と参考資料は左記の二次元コードから。

⚫進捗把握指標の構成指標一覧

⚫用語解説

⚫関連するSDGｓの目標

⚫策定経過

⚫北海道Society5.0構想

⚫第１期北海道Society5.0
推進計画

⚫ 北海道Society5.0構想（2020年３月策定）で示された概ね10年後（2030年頃）の未来社会『北海道Society5.0』の

実現に向け、202１年３月、同年４月から５年間を推進期間とする第１期計画を策定しました。

⚫ 第１期計画の推進期間が2025年度で終了することから、2030年度までの５年間を推進期間とする第２期計画を策定します。

各施策の柱に関係する複数

の定量的な指標（構成指標）

の達成率を計算し、５つの柱

ごとにその平均値を算出。

北海道Society5.0のイメージ
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AI データの
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⚫ 個人情報の保護

⚫ プライバシーへの配慮

⚫ セキュリティの考慮

生産ラインの
ロボット化遠隔授業

除雪車の自動運転

ドローン
による宅送

ロボットトラクター 建設工事の自動化 ロケットの打ち上げ

漁業の効率化

フ ィ ジ カ ル （ 現 実 ） 空 間 未来技術の活用

遠隔医療

様 々 な 分 野 の デ ー タ を 収 集 ・ 解 析
様々な分野で

連携

人・暮らし

医療・福祉

日常生活

交通・物流

教育

地域・行政

行政

安全・安心

災害対応

まちづくり

産 業

農業

林業

水産業

製造業

建設業

観光

暮 ら し
未来技術を活用して

将来にわたり安全・安心で
豊かな生活を実現

産 業
未来技術を活用した産業振興と

多様な主体の連携による
新たな価値創造

行 政
未来技術の活用を前提とした

仕組みづくり

医療・福祉、教育、交通・物流、
地域生活、環境・エネルギー、強靱化

農林水産業、地場産業、観光振興、
研究開発、社会資本整備

利用者視点のデジタル化、
マイナンバー制度

基盤整備
未来技術を支える社会的・人的基盤の整備

あ
ら
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を
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５

つ
の
施

策

の
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上記の４つの柱を支える

デ ー タ の 利 活 用
データの共有と活用の仕組みづくり

横断的視点
オープンデータの推進、

データの利活用

情報通信基盤の整備、セキュリティ対策、
デジタル人材の育成・確保

▍ 取組方針

強靱な北海道づくり 地球温暖化の深刻化人口減少と少子高齢化の急速な進行直面する課題

経済・社会情勢

の変化
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「未来技術を活用した活力にあふれる北海道」をめざし、AIやロボットなどの未来技術の活用を一層推進します。

そびえ立つ一本の木。北海道全体で進めるDXの象徴

として、未来へ向かって力強く伸びています。木が成長

するほどに北海道のDXも前へ進み、めざす未来社会

｢北海道Society5.0｣の実現につながっていく ――

そんな姿を重ねています。

大空に向かって広がる枝葉は、「暮らし」「産業」「行政」

という社会を支える３つの施策の柱を表し、それぞれの

枝葉がしっかりと伸びることで、社会のあらゆる領域に

DXの成果が行き渡っていきます。

根は大地深く根差し、根が大地から吸い上げる水と養

分は「データ（オープンデータ）」を、大地はDXの取組を

支える「基盤整備」を象徴しています。データと基盤が、

木の成長には欠かせないものであり、木の成長を確か

なものにします。

真上から降り注ぐ日の光は、進展し続ける未来技術の

象徴です。光は、人口減少・少子高齢化、インフラの老朽

化、自然災害の頻発化・激甚化、サイバーセキュリティ問

題の深刻化といった大地に陰を落とす地域課題の雲間

を抜け、確かに枝葉と大地へ届いています。

どこまでも続く広い大地、豊かな自然が生み出す豊富

な再生可能エネルギー、北米やヨーロッパに近いといっ

た北海道の特性も、いま、未来技術の光を浴びています。

海を越えて北米と高速で大容量のデータをやり取りす

る国際海底通信ケーブルや本州に大容量の電力を送る

海底直流送電線が敷かれることになり、次世代半導体

の製造拠点やAIの活用を支えるデータセンターなど新

しい産業の芽が育ちつつあります。こうした動きが北海

道の優位性をさらに高め、DXを力強く後押しする追い

風となっています。

枝葉の間を優しく吹き抜ける緑色の風は、｢北海道

Society5.0｣に向けた取組が常に脱炭素化を意識し

て進められることを表し、尊い自然環境への配慮ととも

にあることを物語っています。

木は、未来技術の恩恵と根から得たデータを活用しな

がら育ち、やがて枝葉には多くの果実が実ります。この

果実こそが、この計画がめざす未来社会の姿であり、道

民の皆さんが実際に享受する｢北海道Society5.0｣の

成果を表しています。未来技術の光は、地域課題の解決

の切り札となり、北海道が前へ進む力を与えてくれます。


